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 はじめに                               

獣医師職員の果たす役割は、食の安全確保や狂犬病等の動物由来感染症対策

をはじめ、高病原性鳥インフルエンザ 等の家畜伝染病の発生予防とまん延防止、

動物愛護管理対策など、幅広い分野においてますます重要となっています。  

 これまで県では、平成２４年１月に策定した「青森県獣医師職員確保プラン

（以下、第 1 期プラン）」に基づき、「獣医師を育てる環境を整える」、「魅力あ

る環境を整える」の二本柱の 推進方針の下、高校生を対象とした修学資金制度

の創 設 や 獣医 師 職 員の 初 任 給調 整 手 当を 全 国 トッ プ ク ラス に 引 き上 げ る など 、

獣医師職員を安定的に確保するため の対策を重点的に取り組んできました。  

しかしながら、本県の 獣医師職員は、若手・中堅職員の中途退職の増加 や公

務員獣医師志望者の地域偏在化 等により、第 1 期プランの計画期間中に大幅に

減少し、今後も少子高齢化による若年世代の減少、働き方の多様化の 更なる 進

展等も踏まえると、獣医師 職員の確保はますます厳し くなっていく ことが想定

され ます。  

 このような 現状を認識した上で、獣医師職員 の「確保」、「定着」そして

「補完」を柱とする取組を効果的に展開し、 将来も持続する体制を構築して

いくため、今後 10 年間を 期間とする 第 2 期の青森県獣医師 職員確保プラン

を策定します 。   
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Ⅰ  計画の概要                        

 

 1 計画の目的  

   こ の 計画 で は 、 獣 医 師 職員 の 確 保、 定 着 及び 補 完 に向 け た 今後 の 取 組や

具体的目標を 示します。  

 

 2 計画期間  

令和４年度から令和 13 年度までの 10 年間とします。  

5 年ごとに前期・後期に分類し、情勢の変化や技術の進歩等に合わせて、

効果的 取組を 柔軟に進めていく こととします。  

 

 3 計画の位置づけ  

獣医師 職員の 不足は 、県だけでなく、関係団体・事業者・畜産農家 等に

とって も重要な問題であることから、連携・協力を得られるよう、今後は

関係団体等 とも認識の共有を図りながら 取り組んでいきます 。  
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Ⅱ  獣医師を取り巻く現状                    

 

1 全国及び県内の獣医師の状況  

■全 国 及び 県 内の 獣医 師 の 就 業 状況  

 全国の獣医師の就業割合の推移をみると、小動物臨床獣医師が約 40％、

公務員 獣医師 は約 15%、産業動物臨床獣医師は約 10％で推移し、近年大き

な変動は見られません。  

本県における 就業割合 についても、大きな変動はありません が、内訳は全

国の状況と異なり、平成 30 年は、公務員獣医師が 31％で最も多く、小動物

診療に従事する獣医師は 16％で 3 位となっています 。また、本県には北里

大学獣医学部があり、大学教員が多く居住することから、大学教員を含むそ

の他が 20％と高い割合を占めてい るほか 、非従事の獣医師が 18％で、その

多く は 退 職後 の 獣 医師 で す が、 中 に は現 役 世 代の 獣 医 師も 含 ま れて い ま す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

獣医師法第 22 条届出（H30）、畜産課集計  

平成 20 年 12 月末  平成 30 年 12 月末  

  

【全国 の獣医師の就業割合の推移】  

農 林 水 産 省 調 べ  

【県内の獣医師の就業割合】  

（単位：人、％）  
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2 本県の獣医師職員の状況  

■獣 医 師職 員 数の 推移  

平成 23 年度 から 令和 2 年度までに 76 人を採用 した一方で 、106 人 （定

年退職者 50 人、中途退職者 56 人）が退職し 、令和３年 ４月までに総職員

数は 32 人減少しました。  

 

 

（単位：人）  

年 度  

（ 平 成 /令 和 ）  
23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 

獣 医 師 職 員 数  173 172 170 172 165 158 155 149 144 142 141 

う ち 、健 康 福 祉 部 ※  108 107 105 106 105 101 100 96 94 93 94 

う ち 、農 林 水 産 部  65 65 65 66 60 57 55 53 50 49 47 

※環境生活部職員を含む  

 

■獣 医 師職 員 数の 内訳  

平成 23 年度 から 令和３ 年度まで に、健康福祉部の獣医師職員数 は 108 人

から 94 人に、農林水産部の獣医師職員数が 65 人から 47 人 となり、いずれ

も減少しました。  

このため 、健康福祉部では地域健康福祉部への職員の配置を 減らし 、農林
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水 産 部 で は 地 域 農 林 水 産 部 等 へ の 配 置 や 地 方 独 立 行 政 法 人 青 森 県 産 業 技 術

センター畜産研究所への出向 を減ら すとともに 、家畜保健衛生所 では畜産職

職員の配置 等により対応してきました。  

（単位：人）  

年 度 

（平成／令和） 
H23 H28 R3 

健康福祉部※  108 101 94 

 

食肉衛生検査所 57 57 52 

地域健康福祉部（保健所） 36 29 27 

環境保健センター※  1 1 0 

動物愛護センター 7 7 7 

本庁（保健衛生課） 9 7 7 

農林水産部 65 57 47 

 

家畜保健衛生所 52 49 40 

営農大学校 1 1 1 

本庁（畜産課） 5 4 4 

地域農林水産部等 2 0 1 

地方独立行政法人 青森県産業技術センター  

畜産研究所（出向） 
5 3 1 

合    計  173 158 141 

※環境生活部職員を含む  

 

■採 用 者の 内 訳  

平成 23 年度から令和２年度までの 採用者 76 人のうち、25 人が修学資金

給付者です。  

（単位：人）  

試験実施年度 

（平成／令和） 
23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 計  年平均 

採用者数 4 6 7 6 5 8 9 10 11 10 76 7.6 

うち、修学資金給付者 2 1 3 2 2 1 4 2 5 3 25 2.5 
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■退 職 者の 内 訳  

平成 23 年度から令和２年度までの定年退職者 50 人のうち、次年度 に再

任用した者 は 13 人 で、民間等への就業 23 人よりも少ない状況です 。  

（ 単 位 ： 人 ）  

年 度 

（平成／令和） 
23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 計 年平均 

退職者数 4 5 6 14 12 11 16 14 13 11 106 10.6 

うち、中途退職者数 2 3 3 6 10 4 8 7 5 8 56 5.6 

 修学資金給付者 0 0 0 1 1 0 3 1 1 2 9 0.9 

うち、定年退職者 2 2 3 8 2 7 8 7 8 3 50 5.0 

 次年度再任用者 1 0 1 2 1 1 2 2 2 1 13  1.3 

 次年度民間就業 0 1 1 2 1 5 3 3 5 2 23 2.3 

 

■獣 医 師職 員 の定 年退 職 予定 者 数 ※ １    

 定年退職予定者数は、今後 10 年間で全体の 約 18％に当たる 25 人です。

このことから、今後も計画的に 獣医師職員 を採用する必要があります。  

    （単位：人）  

※ １  今 後 、定 年 年 齢 が 令 和 5，6 年 度 は 61 歳 、令 和 7，8 年 度 は 62 歳 、令 和 9，10 年     

度 は 63 歳 、 令 和 11， 12 年 度 は 64 歳 に な る と 想 定 し て 試 算 。  

※ ２  令 和 ３ 年 度 は 確 定 値  

 

■獣 医 師職 員 数の 減少 に よる 影 響   

 現在、家畜保健衛生所 においては 、近年増加している特定家畜伝染病 への

対応や飼養衛生管理基準の 遵守指導など 、業務が 増加・多様化している ため

獣医師職員の負担は増加しています 。このため、現在の人員では、病性検査

や生産振興 に係る業務を 十分に 実施できず 、畜産の振興といった 家畜保健衛

生 所 の 本 来 の 目 的 や 畜 産 物 の リ ス ク 低 減 と い っ た 消 費 者 か ら 求 め ら れ る 役

割の達成が難しくなっています 。  

 食肉衛生検査所及び保健所においても 、食品衛生法改正やＨＡＣＣＰの義

務化への対応により、事務内容は複雑 に なり、一人当たりの 業務量も増加し

ています。今後、と畜場の規模拡大 等により業務量が更に増加 した場合には、

年 度 （ 令 和 ）  3※ 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計  

定 年 退 職 予 定 者 数  5 4 0 2 0 1 0 8 0 5 25 

う ち 、 健 康 福 祉 部  4 3 0 1 0 1 0 6 0 3 18 

う ち 、 農 林 水 産 部  1 1 0 1 0 0 0 2 0 2 7 
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健康福祉部で勤務する 獣医師職員で対応する ことが困難にな ります。  

 さ ら に 、 獣 医 師 職員 の 減 少と 業 務 の増 加 に 対応 す る ため 、 前 述の と お り、

地 域 健 康 福 祉 部 や 地 域 農 林 水 産 部 へ の 配 置 や 産 業 技 術 セ ン タ ー へ の 出 向 な

どが減少した結果 、職員の能力開発・人材 育成に支障が出ています。  
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Ⅲ  取組内容と課題                            

平成 23 年度から令和 2 年度まで、「獣医師を育てる環境を整える」と「 魅力

ある 環 境 を整 え る 」を 推 進 方針 の 柱 とし て 獣 医師 確 保 に取 り 組 んで き ま した 。

これまでの具体的な取組内容 及び成果と 課題を次のとおりまとめました。  

 

1 獣医師を育てる環境を整える  

 

 

取組 内 容  成果 と 課題  

（1）大学生への情報提供  

 

・関東以北の 獣医大学 8 大学を対象

と し 、 説 明 会 へ の 参 加 や 交 流 会 を 実

施（ 就業説明会：のべ 80 回、交流会

のべ 44 回） 。  

 

・ 北 里 大 学 生 を 対 象 と し た イ ン タ ー

ンシップを年 1 回、その他の大学の

学 生 を 含 め た 職 場 体 験 実 習 を 随 時 実

施し、平成 23 年度～ 令和 2 年度の

10 年間で 147 人が参加 しました 。  

 

・インターンシップや職場体験は、学

生が本県の 獣医師 業務を知る ことで 、

修 学 意 欲 の 向 上 や 公 務 員 獣 医 師 へ の

興味を持つ機会になっており、参加者

147 人中 17 人が本県に就業しました。 

 

・今後は、インターンシップ等の参加

者 に 青 森 県 職 員 の 魅 力 や や り が い が

より伝わるような 内容 にすることで 、

本 県 へ の 就 業 に つ な が っ て い く こ と

が期待されます。  

 

・実施回数や関東以西の大学や 社会人

など 参加対象の拡大、新型コロナ禍以

後の対応（リモート開催、動画掲載）

等を検討し、参加者の増加を図る 必要

があ ります 。  

 

・大学の 採用関係者や保護者への情報

提供も効果的と考えられ ますが、取組

が十分でない と考えています。   
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取組 内 容  成果 と 課題  

（2）修学資金の給付  

 

・ 大 学 生 へ の 修 学 資 金 給 付 に つ い て

は、平成 23 年度から令和 2 年度まで

に 34 人に給付しました。  

 

・ 高 校 生 へ の 修 学 資 金 給 付 に つ い て

は、平成 26 年度から令和 2 年度まで

に 6 人に給付 しました。  

 

・給付金額については、平成 23 年度

か ら 平 成 29 年 度 ま で は 私 立 大 学 で

月額 12 万円 でした が、平成 30 年度

以降、月額 18 万円に増額 しました。 

 

・大学生修学資金 給付者 34※ 1 人のう

ち、 24 人が本県に 就業 しました 。  

 

・ 高 校 生 修 学 資 金 給 付 者 6※ 2 人 の う

ち、 1 人が本県に 就業 しました 。  

 

・修学資金については、 給付者 40 人

のうち 25 人を採用し、 職員採用に有

効である一方で、令和 2 年度までに ９

人が退職しており、定着が課題となっ

ています。  

 

※ １  給 付 者 の う ち 、 2 人 在 学 中  

※ ２  給 付 者 の う ち 、 ５ 人 在 学 中  

（3）採用試験の実施方法等の検討    

 

・平成 21 年度採用試験から年齢の上

限を 35 歳から 49 歳に見直しまし

た。  

 

・試験会場については、2 会場（青森・

東京）で実施してき まし たが、平成 29

年度以降は 4 会場（十和田・札幌を

追加）に変更しま した 。  

 

・平成 23 年度から令和 2 年度実施試

験による採用者 76 人のうち、35 歳か

ら 49 歳の採用者は 18 人でした。  

 

・平成 29 年度から令和 2 年度受験者

75 人のうち、追加の 2 会場の受験者

は 38 人でした。  

 

・採用試験の年齢 制限の拡充や 、会場

の追加により、多くの受験者を確保 で

きました。  

 

・働き方の多様化 等を踏まえ、多様な

採用方法を検討し、実施していく必要

があ ります。  
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取組 内 容  成果 と 課題  

（4）北里大学と の連携強化    

 

・出張講義の回数を年に 2 回実施して

いたが、平成 30 年から 9 回に増加し

ました。  

 

・北里大学生対象のインターンシップ

を毎年実施 しました。  

 

・出張講義の際に 公務員 獣医師の仕事

内 容 や イ ン タ ー ン シ ッ プ の 周 知 を 行

ってい ます。  

 

・食肉衛生検査所や家畜保健衛生所 に

おいて、診断への助言 や 検査への協力

を依頼するなどの連携をしています 。 

 

  

 

・平成 23 年度から令和２年度までの採

用者 76 人のうち、32 人が北里大学出

身者 でした 。  

 

・北里大学生の受験者数は、令和３年度

は３名に留まっています 。  

 

・獣医師職員を継続的、安定的に採用し

て い く う え で 、 地 元 の 大 学 と の 連 携 は

最 も 重 要 で あ り 、 大 学 の 採 用 関 係 者 と

の 情 報 共 有 や 連 携 を は じ め 、 学 生 と 獣

医師職員の交流、インターンシップ、職

場 体 験 の 実 施 等 を 一 層 充 実 強 化 し て い

く必要があ ります。  

  

（5）その他    

 

・将来の確保に向けて、高校生、中学

生、小学生を対象に出前トークを実施

し、公務員 獣医師の仕事の内容や魅力

を紹介しまし た。（平成 23 年度から

令和 2 年度まで ののべ数：高校 53 校、

中学校 33 校、小学校 21 校）  

 

・各世代に対し、様々な機会を通じて、

公 務 員 獣 医 師 の 魅 力 を 発 信 し て い く 取

組を継続していく必要があ ります。  

 

・特に、進路選択の重要な時期である 高

校 生 の 職 場 研 修 は 、 獣 医 師 の 仕 事 の 理

解 醸 成 に 大 き く 貢 献 す る も の で あ る と

考 え ら れ 、 今 後 も 積 極 的 に 実 施 し て い

く必要があ ります。  
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2 魅力ある環境を整える  

取組 内 容  成果 と 課題  

（1)安全を確保する体制の整備  

 

・ 人 体 に 有 害 な 病 原 体 や 化 学 物 質 に

よる健康被害を未然に防 止するため、

安 全 キ ャ ビ ネ ッ ト や 高 温 高 圧 蒸 気 滅

菌機等を整備してい ます。  

 

・職員の安全と健康を確保するため、

必 要 な 講 習 の 受 講 や 有 機 溶 剤 等 の 有

害 物 質 を 扱 う 職 員 の 特 殊 健 康 診 断 受

診を推進しています。   

 

・ 講 習 の 受 講 に よ り 各 公 所 に 必 要 な

責任者を配置するとともに、有害健康

物 質 に よ る 健 康 被 害 を 未 然 に 防 い で

います。  

 

・快適な職場環境を作るために、機器

や設備 の経年劣化 について、引き続き

修 繕 や 改 修 を し て い く 必 要 が あ り ま

す。   

（2）初任給調整手当の支給  

 

・平成 21 年度から支給を開始し、平

成 28 年度に支給月額を 30,000 円か

ら 45,000 円に増額しました。  

 

・ 他 県 で も 初 任 給 調 整 手 当 を 支 給 し

ており、今後も支給を継続する必要が

あります。  

  

（3）人材育成に資する人事配置   

 

・ 健 康 福 祉 部 と 農 林 水 産 部 の 部 間 の

人事交流を 毎年 2～3 人 実施していま

す。  

 

・獣医師職員の人数に応じて、地域県

民 局 や 産 業 技 術 セ ン タ ー に 職 員 を 配

置しています。   

 

・ 獣 医 師 職 員 数 の 減 少 に 対 応 す る た

め、地域県民局への人事異動 や産業技

術 セ ン タ ー へ の 出 向 な ど を 制 限 せ ざ

るを得ない状況にあり 、スキルアップ

の機会 を設ける必要があります。   
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取組 内 容  成果 と 課題  

（4）女性が安心して働ける環境整備  

 

・ 育 児 休 業 等 を 取 得 し や す い 環 境 を

作るため、代替職員の確保に努めるほ

か、他の職員の負担軽減にも配慮した

人事配置に努めて います。  

 

・女性職員数は、 令和 2 年 4 月現在

44％ で 、 今 後 も 女 性 職 員 の 増 加 が 見

込まれていることから、女性職員数の

増 加 に 対 応 し た 職 場 環 境 を 整 え る 必

要が あります。  

（5）スキルアップ支援体制の整備  

 

・両部において、職員提案型の調査研

究を実施しています。  

 

・健康福祉部において、獣医大学との

共同研究を実施しています。  

 

・農林水産部において、生産現場研修

や 獣 医 臨 床 技 術 研 修 等 の 研 修 を 実 施

しています。   

 

・ 調 査 研 究 結 果 を 各 種 学 会 や 学 術 雑

誌に投稿しています。  

 

・研修 テーマ や内容は随時見直し、最

新 の 知 識 や 技 術 を 身 に 着 け ら れ る よ

う改善して います。  

 

  

（6）勤務条件等の検討  

 

・ 給 料 等 の 勤 務 条 件 の あ り 方 に つ い

て適宜検討し ており、関係課との調整

を図りました。  

 

・令和 3 年 4 月から獣医師免許の確

認方法を変更することで、4 月から獣

医 師 と し て 処 遇 で き る よ う に な り ま

した 。今後も獣医師としての社会的重

要性に相応しい処遇とするため、随時

見直しが必要 です。  

 

・ 育 児 や 介 護 等 で 一 時 的 に 離 職 し て

い る 獣 医 師 や 定 年 退 職 の た め 無 職 と

なった獣医師（以下、既卒獣医師）の

採用を誘導するため、多様な就業形態

の検討が必要です。   
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3 総括  

〇獣医師職員 の採用については、過去 10 年間で 76 人と定年退職者以上

の人数を確保しているところです。そのうち、修学資金 給付者が 25 人

と一定の成果を上げていると考えられます。  

 

〇一方で、確保については、地元に所在する北里大学 の学生の採用試験受

験者数の低迷という課題 が、定着については、修学資金 給付者を含めた

中途退職者の増加という 課題が見えてきました。  

 

〇今後、必要な獣医師職員数を確保していくためには、北里大学の受験者

数 の 増 加 に 向 け て 重 点 的 取 り 組 む と と も に 、 既 卒 獣 医 師 の 採 用 に 向 け

て 多 様 な 就 業 形 態 な ど 、 人 材 確 保 の た め の 新 た な 仕 組 み づ く り を 進 め

ることが必要と考えられます。  

 

〇また、職員の定着化のためには、これまでの 取組では不十分だった点を

踏 ま え 、 施 設 整 備 や 人 材 育 成 な ど 魅 力 あ る 職 場 づ く り を さ ら に 進 め る

とともに、仕事・生活の両面で充実し、青森県で働くこと の満足度を高

めることが重要です。  

 

〇さらに、公務員を志望する獣医師 の急激な増加は見込めないことから 、

現在、獣医師職員が 実施している業務 内容を見直 し、獣医師職員の負 担

を 軽 減 す る と と も に 、 必 要 な 獣 医 師 職 員 数 を 確 保 で き な い 場 合 の 補 完

策を講じなければ、業務に停滞を生じる恐れがあります。  
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Ⅳ  今後の取組方針                       

 

1 取組の方向性  

「攻めの農林水産業」を強力に推進する 本県にとって、獣医師 職員は欠か

すことのできない人材で すが、獣医師職員の安定的な確保については、今後

も厳しい状況が続くものと考えら れます。  

そのような中でも、滞ることなく 業務を 継続していく必要があることから、

「確 保 の取 組」、「 定着 の 取組 」、「 補 完の 取 組」の 3 つの施策を柱に、それぞ

れの取組を 効果的に行っていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 確 保の 取 組  

修学資金制度の継続・充実による新卒者 の確保はもちろんのこと、様々

な採 用 条 件を 設 定 し、 既 卒 獣医 師 の 確保 に も 取り 組 み ます 。 主 な取 組 は

下記のとおりです。  

ア  北里大学との連携  

新卒者の確保として、北里大学がある地域の優位性を最大限に生かし、

協 定 等 に よ り 十 和 田 家 畜 保 健 衛 生 所 や 十 和 田 食 肉 衛 生 検 査 所 等 で の 研

修、交流の充実を図り、大学及び 学生との日頃のつな がりを深めていき

ます。  

イ  処遇改善  

 獣医師職員 の社会的重要性に見合うよう、処遇改善を検討します。  

ウ  就業形態 ・採用試験 の検討  

獣 医 師 職 員 を 確 保 す る た め 、 正 職 員 以 外 に も 非 常 勤 な ど 様 々 な 就 業 形

態を作り、ライフスタイルに合わせて選択できるよう取り組んでいきます。 

確保の
取組

定着の
取組

補完の
取組
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（2） 定 着の 取 組  

職場環境の 整備や 人材育成 等 により 、本県で働 く魅力 アップにつ なが

る取組を行っていきます。 主な取組は下記のとおりです。  

ア  職場環境の整備  

老朽化した庁舎の整備等、 職場環境の整備に順次取り組みます。  

イ  人材育成  

研 修 制 度 の 充 実 や 北 里 大 学 と の 共 同 研 究 や 学 位 取 得 等 の 推 進 に 取 り

組みます。  

（3） 補 完の 取 組  

獣医師職員の必要数が確保できないことも考慮し、業務内容 を見直し、

事務職や畜 産職等 の他職種の 配置や 業務委託 等 により 、獣医師職 員の 不

足分を補完します 。  

 
2 計画期間の目標  

（1） 長 期目 標 （令 和 ４ 年 度～ 令 和 13 年 度ま で ）  

令和 3 年度の人員 141 人以上の確保 を最低ラインとし、平成 23 年の

獣医師職員確保プラン策定時の人員 173 人を確保目標とします 。なお、

非常勤等新たな就業形態による確保 に加え、不足する人員については、

振替可能な 業務を他職種 に振り替える等 の補完の取組により補います。  

獣医師職員の 目標 人数 173 人を確保するため、令和 ４年度からの 10

年間で採用すべき人数は次のとおりです。  

 

 

      

 

 

 

 

A：10 年後の目標人数 、  B：現在の獣医師職員数  

C： 10 年間の 退職 人数（推定）、  D：10 年間の採用必要人数※  

※ 補 完 の 取 組 に よ る 人 数 を 含 む  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
141 人  173 人  61 人  93 人  
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  ア  獣 医 師職 員の み で確 保 する 場合  

今後 10 年間で、93 人の獣医師職員の採用を理想 目標とします。  

イ  非 常勤 等 獣医 師 や 他 職種 を 配置 する 場 合  

獣医師 職員 は最低 ラインである現在の 141 人以上 を確保するため、

予想される退職者数 61 人以上の獣医師 職員を採用します。  

また、 必要人数の 93 人に足りない業務については、 獣医師 職員の

確 保 状 況 に 合 わ せ て 、 非 常 勤 等 獣 医 師 の 採 用 及 び 補 完 の 取 組 に よ り

32 人程度の人員分を確保します。  

 

（2） 単 年度 目 標  

長期目標の達成に向けて、毎年度 の目標を 下記のとおり設定します。  

■ 採用試験の受験者数  

     

 

 

の採用試験受験者の確保に向けて、取り組みます。   

【予 想 され る 退職 者数 】  

 令和 12 年度までの定年退職者数は、 25 人です。  

また、今後 10 年間の中途退職者数 ※ 1 を、36 人と推定すると、令和 12

年度までの退職者数は合計 61 人と予想されます。  

（単位：人）  

年度（令和）  3
※ 2

 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計  

退職者数 (推定 )  9 7 4 6 3 5 3 12 3 9 61  

  定年退職者数  5 4 0 2 0 1 0 8 0 5 25 

  
中途退職者数
(推定 )  

11 3 2 3 3 3 2 3 3 3 36 

※ 1 平 成 23 年 度 か ら 令 和 2 年 度 ま で の 中 途 退 職 者 数 と 令 和 3 年 度 の 職 員 数 を 勘

案 し 、 定 着 の 取 組 に よ り 、 中 途 退 職 者 数 が 毎 年 1 人 減 る と し て 算 出 。  

※ 2 令 和 3 年 度 は 確 定 値  

北里大学生  

１０人以上  

既卒獣医師  

５人以上  

他大学の学生  

５人以上  
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  ■  獣医師職員の採用人数  

93 人以上の獣医師 職員の確保に向けて、毎年度 10 人以上の獣医師 職

員の採用を目標とします。  

なお、非常勤獣医師や 他職種を配置する場合は、最低ラインの 61 人以

上の獣医師職員の 確保に向けて、毎年度 7 人以上の獣医師の採用 が必要

です。また、獣医師職員 の確保状況に合わせて 、非常勤獣医師の採用や補

完の取組により補います 。  

 

 3 取組状況の確認  

毎年度の取組状況を把握し、次年度の 効果的な 取組につなげるため、

健康福祉部 及び農林水産部は取組実績を取りまとめ、情報共有 に努める

こととします。  

また、前期終了時に取組 実績を検証し、後期の効果的な取組を検討し

ます。  

 

 

 

 

 

 

【情 報 共有 の 項目 例】  

（ 1） 確 保 の 取 組  

北 里 大 学 生 へ の 情 報 提 供 の 状 況 、 処 遇 改 善 に 関 す る 情 報 共 有  

職 員 の 採 用 ・ 退 職 状 況 、 業 務 体 験 実 習 （ イ ン タ ー ン シ ッ プ ） 実 施 状 況  

修 学 資 金 給 付 状 況 、 出 前 講 座 実 施 状 況 、  

大 学 へ の 就 業 説 明 会 ・ 交 流 会 の 実 施 状 況  

（ 2） 定 着 の 取 組  

施 設 整 備 の 状 況 、 職 員 の 研 修 実 施 状 況  

（ 3） 補 完 の 取 組  

   他 職 種 の 配 置 状 況  
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Ⅴ  具体的な取組内容                      

 

「確保の取組」、「定着の取組」、「補完の取組」に関する具体的な取

組は次のとおりです。  

なお、状況の 変化に応じて、本プランに 記載している取組 を柔軟に実施す

るともに、 新たな 取組 の 実施を検討 してきます。  

※  以 下 、 下 線 部 は 、 新 た な 取 組 ・ 強 化 す る 取 組  

1 確保の取組  

（1） 北 里大 学 との 連携  

県内 に所在する 北里大学への取組として、 これまで、 獣医師職員によ

る出張講義や北里大学生対象のインターンシップ を行ってきました 。今

後は県内に所在する利点を最大限に活用し、 これまで以上 に学生へ の情

報発信を行い、 信頼関係 を醸成するとともに、大学関係者との連携強化

するため、 学 生 と 獣 医 師 職員 が 交 流 で き る 仕組 み 作 り や 大 学 との 協 定 締

結等様々な取組をしていきます。  

特に、獣医師職員 の 確保には、採用試験の受験者数を増加させること

が重要 であることから、 各職員 が様々な ＰＲを行いながら 気軽に採用試

験を受験してもらうための 取組を展開します。  

取 組 例 ： 採 用 担 当 者 と の 情 報 共 有 、 社 会 人 と し て の 体 験 談 、  

就 業 に 役 立 つ 情 報 提 供 等 、 職 員 研 修 や 大 学 教 育 の 充 実 に  

関 す る 協 定 の 締 結 、 北 里 大 学 営 業 担 当 の 選 任 、  

「 ま ず は 受 け に 来 て み な い ？ 」 活 動  

 

（2） 処 遇改 善  

獣医 師職員 が 本県 で働きたいという 意欲 を持ち、やり がい の向上につ

なげる ため、 今後 も他県の状況を継 続的に調査しなが ら、 獣医師職員の

社会的 重要性と業 務負担の増加に見 合うよう 処遇改善 を検討していきま

す。  
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取 組 例 ： 初 任 給 調 整 手 当 な ど 、 獣 医 師 給 与 の 調 整 を 検 討  

 

■  中堅 職 員以 上 の 処 遇改 善  

現 在 、家 畜 保 健 衛 生 所 及び 食 肉 衛 生 検 査 所で は 、 業 務 の 中 核を 担 う 主

査 ・主 幹 級 の 職 員 が 不足 し て お り 、 業 務負 担 の 増 加 に よ り労 働 環 境 は著

し く悪 化 し て い ま す 。そ れ に 伴 い 、 若 手獣 医 師 の 育 成 に も 影 響 が 出 てい

ます。  

このことから、今後は、中 途退 職 者の 減 少を 図 る た め 、特 に 中堅 職 員以

上の 処 遇改 善 を検 討し ま す。  

 

（3） 就 業形 態 ・採 用試 験 の見 直 し  

■  就業 形 態の 検 討  

既卒 獣医 師 の 就 業 を誘 導す るた め 、 非常 勤、 期限 付 き 任用 、会 計年度

任用職員、短時間勤務等、多 様な 就 業形 態を 選 択で き るよ う検 討 しま す 。  

 

 

 

■  採用試験の方法  

既 卒 獣医 師 や 遠 隔 地 の 獣医 大 学 生 の 確 保 に向 け て 、 採 用 試 験の リ モ ー

ト化や通年募集の実施を検討します。  

■  国や他の自治体との連携  

公 務員 を 志 望す る 獣 医師 の 確 保は 全 国 的な 課 題 であ り 、 都道 府 県 各々

によ る 取 組に は 限 界が あ る こと か ら 、 国 と 都 道府 県 が 連携 し 、 獣医 師 職

員の都道府県バランスを調整する枠組みの検討を要請します。  

取 組 例 ： 国 が 獣 医 師 職 員 を 採 用 し 、 不 足 す る 県 に 期 限 付 き で 派 遣 、  

自 治 体 間 で 派 遣 ・ 受 入 れ す る モ デ ル 的 な 取 組  

 

 

取 組 例 ： 非 常 勤 、 期 限 付 き 職 員 や 会 計 年 度 任 用 職 員 、 短 時 間 勤

務 等 の 様 々 な 就 業 形 態 、 業 務 内 容 限 定 の 採 用  
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（4） 修 学資 金 給付  

修学資金は、獣医師職員採用に有効な手段となっているので、引き続

き獣医師職員確保のために活用します。一方で、採用後の定着が課題と

なって いることを踏まえ 、随時、給付人数、金額、給付条件等を見直し

ます。  

■ 高校 生 への 修 学 資金 給 付を 拡 充  

令和 3 年度から 高 校生 向 けの 修 学資 金の 給 付人 数 を増 やし 、 本県 出 身

の獣 医 師職 員 の増 加を 図 りま す 。  

■  大学生への修学資金の給付  

大 学 生 へ の 修 学 資 金 は 獣 医 師 職 員 の 採 用 に 有 効 な 手 段 と な っ て い る 一

方で、定着に課題がある ことから、給付人数を見直し、修学資金 の給付を

継続します。  

 

（5） 職 場体 験 研修 （イ ン ター ン シッ プ） 等 の充 実  

職場 体 験 研 修 は、 学生 が 県の 獣 医師 職員 の 業務 内 容を 理解 す るた め に

最も 効 果的 な 取組 です 。 今後 は 、こ れま で 実施 し てき た内 容 をよ り 充実

させ、 本県の 独自性をアピールし、 本県への就業につなげていきます。  

また 、既卒 獣医師 の就業を誘 導する ため 、これ からは 、 獣医大学 生以

外の実習に ついて も、 積極的 な受け 入れ態勢を 作り、 獣医師 職員 の 魅 力

の発信 と理解醸成に取組みます 。  

取 組 例 ： 大 学 生 イ ン タ ー ン シ ッ プ の 充 実 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ

の た め の 情 報 提 供 、 小 ・ 中 学 生 及 び 高 校 生 の 獣 医

師 職 場 体 験 、 既 卒 獣 医 師 向 け セ ミ ナ ー  

 

 

（6） 効 果的 な 情報 発信  

■ SNS を利 用 し た情 報 発信  

獣 医師 職 員 の業 務 は 一般 の 方 だけ で な く、 獣 医 大学 生 や 既卒 獣 医 師 に
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もよ く 知 られ て い ると は 言 えま せ ん 。こ の た め、 一 般 の方 を 含 めた 多 く

の人 が 本 県の 獣 医 師 職 員 に 興味 を 持 つき っ か けを 作 る ため 、 獣 医師 職 員

の仕 事 ぶ りや 生 活 ぶり を 身 近に 感 じ られ る よ うな 情 報 を積 極 的 に 発 信 し

ます。  

ま た、 獣 医 師職 員 採 用試 験 や 説明 会 等 に係 る 情 報 を 発 信 する こ と で 、

獣医 大 学 生 及 び 既 卒獣 医 師 の試 験 へ の 応 募 や 説明 会 へ の参 加 の 増加 を 図

ります。  

 

 

 

 

 

 

 

■ 県庁 ホ ーム ペ ー ジに お ける 獣 医師 関連 ペ ージ の 整理  

現 在 、健 康 福 祉 部 ・ 農 林水 産 部 そ れ ぞ れ で作 成 し て い る 獣 医師 関 連 ペ

ージを整理し、情報を検索しやすいようにします。  

取 組 例 ： 獣 医 師 関 連 ペ ー ジ の 創 設 と 相 互 リ ン ク の 作 成 、  

採 用 試 験 の 情 報 を 各 公 所 の ホ ー ム ペ ー ジ に も 掲 載  

 

■  その他  

県の各 部局、食肉関係事業者 、東北各県の畜産・衛生部局等と連携を図

りながら、間口を広げて情報発信を図っていきます。  

取 組 例 ： 食 肉 関 係 事 業 者 と の 連 携 に よ る 情 報 発 信 、  

ハ ロ ー ワ ー ク の 活 用  

（7） 出 前講 座  

小学 校・ 中 学校 ・ 高等 学校 に 職員 を 派遣 して 、 獣医 師 の職 務に つ いて

の出前講座を継続して実施します。  

畜産課 SNS による情報発信（令和 2 年 12 月開設）  

●利用媒体   Facebook、 Instagram 

●対象者    小中高生、獣医大学生、既卒獣医師、その他一般の方  

●発信内容   公務員獣医師の業務内容等、  

獣医師職員採用試験や説明会等に係る情報  

●発信回数   令和 2 年 12 月から令和 3 年 3 月までの 4 か月間で

12 回情報発信  
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また 、 学 生 の保 護 者の 理解 も 重要 と 考え られ る ので 、 保護 者も 参 加で

きるような 説明会の開催 も検討します。  

 

（8） 大 学訪 問  

大学訪問は、本県 への就業に興味がある 獣医大学生に直接、獣医師職

員の仕事の意義や魅力を伝える重要な機会です。今までも、各大学が主

催する就業 説明会等に出席し、 獣医師 職員の業務内容や処遇等について

情報提供しています。  

今後は、 学生に対し効果的に情報を届けられるように、 説明会開催の

方法を検討します。  

■ オン ラ イン 説 明 会  

大 学主 催 の 説明 会 に 加え 、 県 独自 の オ ンラ イ ン 説明 会 を 実施 し 、 全国

の獣医大学生に獣医師 職員について情報提供する機会を作ります 。  

 

 

2 定着の取組  

（1） 職 場環 境 の整 備  

職員の意欲の向上のため、安全・安心で働きやすい環境を整備します。  

■ 老朽 化 した 設 備 の更 新  

老朽化した 庁舎設備について 、順次、建替え や修繕を進めていきます。  

検 査機 器 は 精度 管 理 を行 う と とも に 、 必要 に 応 じて 更 新 また は 修 繕を

行います。  

■  女性も男性も安心して働ける環境整備  

女 性 獣医 師 職 員 が 増 加 して い る こ と や 男 性職 員 の 育 児 参 加 を促 進 す る

ため、職員の 産休・育休の 代替職員を確保し、他の職員の負担軽減 を図り

ます。  

■  風通しのよい職場環境  

獣医 師 職 員 の 職 場 は 単 独 公 所で 少 人 数の 職 場 が多 く 、 職員 の 相 互の 協
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力 と チ ー ム ワ ー ク が 不 可 欠 で す 。 職 員 同 士 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り

ながら、良好な職場環境を整えます。  

 

（2） 人 材育 成  

獣医師としての 業務の理解や技術の向上 だけでなく コミュニケーショ

ンやマネジメント能力 といった社会人としての基礎力の 向上も必要なこ

とから 、各種研修や人事交流 により、職員の能力向上を図ります 。  

■ 研修 内 容の 充 実  

 現 在 、 若手 職 員 の技 術 向 上の た め 、獣 医 師 職員 の ス キル ア ッ プ研 修 を

実施 し て おり 、 今 後も 、 研 修内 容 の 改善 を 図 りな が ら 研修 を 継 続し て い

きます。  

また、仕事の役割、ニーズ、目的を理解させるために、新採用者向けの

新た な 研 修を 実 施 する ほ か 、自 身 の 仕事 の 位 置づ け を 知る た め 、他 部 局

との交流を図ります。  

さ らに 、 自 治研 修 所 の研 修 等 への 積 極 的な 参 加 を促 す と とも に 、 研修

に参加しやすい環境づくりを進めます 。  

加えて、北里大学との人材育成等に関する 協定（締結予定）に基づいた

職員 研 修 の受 入 を 要望 す る とと も に 、 学 位 取 得 の 意 欲 の あ る 職 員 に つ い

ては 、 協定 を 活用 し、 学 位を 取 得し やす い よう な 環境 を整 え ます 。  

取 組 例 ： 畜 産 関 係 事 務 基 礎 研 修 、 庁 内 寺 子 屋 、  

ダ イ バ ー シ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト 研 修 、  

北 里 大 学 に お け る 研 修 や 学 位 取 得 の 支 援  

■  人事交流  

健康福祉部、農林水産部 間の人事交流は、両部の業務を知り、幅広い立

場か ら 県 民の た め に仕 事 を して い る こと を 理 解 で き る 貴重 な 機 会で す 。

これまでも、職員の希望をふまえ、毎年数人ずつ、部間の 人事交流を行っ

てき ま し た。 今 後 はさ ら に 他部 や 他 公所 の 業 務を 体 験 でき る 研 修等 を 検

討します。  
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取 組 例 ： 部 間 の 業 務 体 験 研 修 、  

ジ ョ ブ ロ ー テ ー シ ョ ン の 制 度 化  

 

■  仕事・生活両面の充実  

2 定着の取組の（ 2）の各項目に記載した各種研修や人事交流等を通じ、

職場 内 に とど ま ら ない 幅 広 い人 間 関 係を 形 成 する こ と で、 仕 事 ・生 活 両

面の充実を図り、青森県で働く満足度の向上を目指します 。  

 

（３ ） 定着 に 向け た取 組 の検 証  

若手・中堅における現状の評価や、中途退職者における退職理由を把

握し、定着に向けた取組を検証するとともに随時見直して行きます。  

取 組 例 ： 獣 医 師 確 保 対 策 会 議 、 中 途 退 職 者 の 状 況 調 査  

 

 

3 補完の取組  

（1） 他 職種 の 配置  

「 確 保 の 取 組 」、「 定 着 の 取 組 」に 沿 って 獣医師確保に 取組んで いきま

すが、 業 務 の 見 直 し に よ り 振 替 が 可 能 な 業 務 に つ い て は 、 他 職 種 を 配 置

し 、 業 務 負 担 軽 減 を 図 る とともに、 家畜の検査補助等 の 危険な業務に従

事する職員の処遇について検討します。  

その 前 提と し て 、 総務 事 務の よ う に 一般 職 員が で き る 業務 、 食品 衛生

監視 の よう に 薬剤 師等 の 有資 格 者が でき る 業務 、 採血 や と 畜 検査 の よう

に獣医師でなくてはならない業務 の 整理を行います。  

 

取 組 例 ： 事 務 職 の 配 置 、 畜 産 職 ・ 薬 剤 師 等 の 配 置 、  

    業 務 内 容 に 応 じ た 処 遇 の 検 討  
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（2） 業 務の 効 率化 ・委 託 化  

AI や ICT 機 器を 使 った 業 務の 効 率化 に 取 組 みま す 。   

また、業務を効率的に遂行するため、専門家の助言を得ながら業務行

程を洗い出し、効率化を図るとともに、 委託可能な業務については、 外

部委託を検討します。  

 

 

 

 

（３ ） 組織 体 制の 見直 し  

効率的 な業務体制を構築するため、必要に応じて組織体制の見直しを

検討します。  

  

取 組 例 ： ICT 機 器 を 使 っ た 農 家 指 導 、 AI の 導 入 、  

業 務 委 託 の 検 討 、 専 門 家 に よ る 業 務 の 見 直 し 、  

        定 年 引 上 げ 等 を 見 据 え た 事 務 作 業 の 軽 量 化  
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Ⅵ  まとめ                           

 

本確保プランに基づき、獣医師 職員の安定的確保に努めるとともに、獣医

師職員の満足度が高く、安心して働くことができる環境づくり により定着化

を図り、必要な 獣医師職員を 確保していきます。また、獣医師 職員の確保が

困難な場合でも、他職種の配置や業務の効率化 により、獣医師職員 が担っ て

いる食の安全・安心に係る 業務全般を将来にわたり持続可能な体制を構築 し

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来も持続可能な

業務体制の構築

確保の取組 定着の取組 補完の取組

北 里 大 学 と の

連 携 強 化  

処 遇 改 善  

就 業 形 態 ・ 採

用 試 験 の 検 討  

 

職 場 環 境 の

整 備  

人 材 育 成  

他 職 種 の 配 置  

 

業 務 の 効 率 化  



 

 

 

青森県獣医師職員確保プラン  

（計画期間：令和４年度～令和１３年度）  

青森県農林水産部  畜産課  

〒030-8570 青森県青森市長島１-１-１  
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